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コーパス分析からみた大学英語教科書 
 

吉田 国子 

英語読解力をつけるためには継続的な語彙学習が欠かせない．しかし一般的な学生にとって，日常生活の中での英語

のインプット源は，授業で使う教科書のみであるという場合も多い．そこで本稿では，大学英語教科書をコンコーダン

スソフトウエアで分析し，収録されている語彙リストを作成し，どのような単語がどれくらい使われているのかを調査

する．続いてこの語彙リストを学習が推奨されている単語リストと照合し，どの程度一致しているのかを調べる．得ら

れた結果から，教科書のみをインプット源とする学習の問題点と今後の語彙指導の方向性を探っていく． 

キーワード：語彙学習，コーパス，単語リスト 

 

１ はじめに 
英語文書を読んで深く理解する流暢な読解には，語彙

力，文法・構文の知識，背景知識が必要である．その中

でも語彙力は読解力の 67％を説明する要素であるとさ

れる[１]．それでは英文を流暢に読むためには，どれく

らいの語彙力が必要なのだろうか．ある研究によると，

ネイティブスピーカー向けに書かれた自然な英文を読む

とき，約 1700 語の語彙力があれば，英文の約 75％が既

知の単語となり，約10000語の語彙力では約95％は既知

の単語になるという[２]. 英語学習者を対象とした研

究では，読解の際の閾値を5000語レベルとするものが多

い．日本人英語学習者を対象とした研究でも，やはり安

定した読解力のためには，5000語レベルの語彙力が必要

であるという[３]．しかしながら，現在，中学校，高等

学校で学ぶ英単語総数は見出し語で 2300 語程度である

という．大学までの学校教育では，閾値である5000語レ

ベルへの到達は遠い目標に感じられるに違いない．では，

学生にとって身近な目標である各種英語検定試験ではど

の程度の語彙力が要求されているのであろうか． 

日本で行われている英語試験での語彙力は，まとめる

と表１のようになる． 

東京都市大学では，2010年から全学的な統一目標を掲

げた都市大スタンダード英語カリキュラムがスタートし

た．そこでは２年次終了時までに，TOEIC400点相当の英

語力をつけることを全学生に求めている．語彙力に限っ

てみれば，上記表から算定すると，約3600語の単語を習

得することをめざしていることになる． 

 

英語に興味があって独学に励む少数派の学生を除いて，

一般的な学生は英語授業外では自ら進んで英語を読んだ

り聞いたりすることをほとんどしない．そうした学生に

とって英語の授業で使われる教科書が，唯一の語彙の導

入源になっている．こうした状況下では，授業で使うテ

キストは学習素材として重要な役割を担うことになる．

そこで本稿では，過去２年間本学の授業で採用した英語

リーディングとリスニングの教科書について扱っている

語彙に焦点を当て，到達目標としている語彙数3600語を

量的，質的に満たしているかどうかをコーパス分析によ

って明らかにすることを目的とする．続いて得られた結

果から，今後の語彙指導の方向性を考察する． 

 

２ 分析の対象および方法 
本研究で分析したのは，リスニング教材である 

Interchange 2 [４] と Impact Listening 2 [５] ，

リーディング教材である Reading Pass 3 [６] と 

Reading Fusion 2 [７] である．分析のツールとして，

早稲田大学のLaurence Anthony氏が開発したコンコー

ダンスソフトウエア， AntConc  ver. 3.2.1 を用いた． 

分析においては，Word List 検索でのべ単語数

論文 

表１ 英語スタンダード試験における想定語彙数 

語彙数 英検 TOEICへ換算した点数 

約1300語 ４級  

約2100語 ３級 200-400 

約3600語 準２級 400-540 

約5100語 ２級 540-640 

約7500語 準１級 740-840 

約10000～

15000語 
１級 960-990 
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(Tokens) と異なり語数(Types)を検出する．続いて，そ

こで得られた教科書単語リストを，日本人英語学習者に

とって重要な英単語リストとして大学英語教育学会

(JACET)が編纂している JACET8000(2005)と照合し

JACET8000 単語リスト中のどのレベルの単語とどれくら

い一致しているか，一致率を算出する．この JACET8000

単語リストは，世界最大のコーパスである British 

National Corpus (収録語数１億語)を基準として，日本

の中学校，高等学校，TOEIC, TOEFL , 英検，口語なども

含めて作られたもので，日本人英語学習者が学習するこ

とを推奨される語彙集ととらえることができるものであ

る． 

 

３ 分析結果 
３．１ Word List 検索結果 

Word List 検索機能を使って対象教科書４誌を分析し

たところ，表２のような結果が得られた． 

リスニングが中心ではあるが，話す，読むなどの技能

も含めた総合教材の要素も強い Interchange 2 は異な

り語数が2800語であるのに対し，会話体を中心としたリ

スニング教科書である Impact Listening 2 では，1700

語にとどまっている．一方，リーディング教材のReading 

Pass とFusion 2 では，収録ユニットが多い分延べ語数，

異なり語数ともにFusion 2の方が多くなっている． 

実際の指導現場では，リスニングの授業とリーディン

グの授業は１週間に１回ずつ行われる． 

2010 年度は，Interchange 2 と Reading Pass, 2011

年度はImpact Listening 2 とFusion ２が使用された．

そこで，教科書を組み合わせてみた場合どのような数値

になるのか，再度分析した．表３に示すのがその結果で

ある． 

 

 

異なり語数は，Interchange 2 とReading passの組み

合わせで3312語, Impact Listening 2とFusion 2の組

み合わせで4150語となる．異なり語数を単語のバリエー

ションだとすると，Interchange 2 とReading passの組

み合わせではやや足りないものの，目標数である 3600

語を一応満たしているように見える．しかしどのような

単語が使われているのかが学習に際しては重要である． 

そこで次に，異なり語数の検出で得られたリストを

JACET8000 リストと照合し，どのレベルの単語がどれく

らい用いられているのか分析した． 

表４が示すように，1000語レベルでは学習を推奨され

る英単語リストにあって，教科書に登場しない単語はど

ちらの組み合わせでも５%以下であるが，レベルが上がる

にしたがって推奨リストの単語の出現率は下がっている．

目標語彙数の3000語から4000語レベルでみると，教科

書でカバーできる語彙は学習推奨語彙の約６割を占める

のみとなる．また，読解の閾値である5000語レベルでみ

ると，教科書に出現するのは 50％程度になってしまう．

これはつまり，語彙学習のためには，教科書以外のリソ

ースが必要であることを示している． 

表２ 教科書ごとの異なり語数と延べ語数 

教科書 異なり語数（語） 延べ語数（語）

Interchange  2 2794 38023 

Impact Listening  2 1718 14126 

Reading Pass  2367 25358 

Fusion word 2 3832 31073 

 

表４ JACET8000単語リストとの適合率 

 Interchange ＆ 

Reading Pass 

Impact Listening 

2 ＆ Fusion 2 

異なり語数

（語） 

3312 4150 

1000語レベ

ル中の語彙

数（適合率）

955（95.6%） 976（97.6%） 

2000語レベ

ル中の語彙

数（適合率）

1640（82%） 1703（85.2%） 

3000語レベ

ル中の語彙

数（適合率）

2057（68.6%） 2197（73.2%） 

4000語レベ

ル中の語彙

数（適合率）

2250（56.3%） 2557（63.9%） 

5000語レベ

ル中の語彙

数（適合率）

2399（48.0％） 2761（55.2％） 

 

表３ リスニングとリーディング教科書をペアにした場合の異なり語数と延べ語数 

教科書 異なり語数（語） 延べ語数（語） 

Interchange 2 とReading Pass 3312（総語数3706語のうち，固有名詞等を抜いた語数） 63381 

Impact Listening 2 とFusion 2 4150（総語数4448語のうち，固有名詞等を抜いた語数） 45199 
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３．２ 学習推奨リストにあるが教科書に出てこない

語彙群 

学習が推奨されているけれど教科書には登場しない単

語，つまり必要だとされているが学習の機会が少ない単

語はどのようなものだろうか．学習推奨4000語の語彙の

中で，今回調査した教科書4誌のいずれにも登場してい

ない単語は合計1072語であった．これらの中には，次の

ような分類ができる単語が含まれている． 

 

A 日常生活に関わりの深い単語 

finger,  left,  milk,  wine,  finger,  fox,  

frogなど日常生活に深いかかわりのある単語で，教科書

で扱われていないものが多数ある．大学英語リーディン

グ教科書の素材は，新聞，雑誌記事からの抜粋や書き下

ろしの論説文が大半を占める．リスニング教科書では日

常生活の場面が取り上げられるが，必要な語彙をすべて

カバーできるわけではない．そのために身近ではあるが，

学んだことがない単語群が存在する． 

 

B 接頭語，接尾語が重要な単語群 

administration，allocation  holder，narrator, 

uncertainty，uncertainty，exclude など，接頭語 の 

un…, ex…, 接尾語の …tion や …er , or の意味が分

かれば，理解しやすくなる単語群がある． 

 

C 特定のジャンルで多く出現する単語群 

boundary，bullet，bomb, missile など国際紛争，戦争

に関連する単語群や gaze, nod, pause shrug などフィ

クションではよく使われる単語群がある．これは上記 A 

で述べたように，リーディング教科書の素材は多くの場

合論説文であり，小説や報道記事が使われることが少な

いことに由来すると考えられる． 

 

４ 語彙指導へ向けて 
４．１ 語彙指導の際の留意点 

前項３の分析結果から，流暢な読解のファーストステ

ップとなる3000－4000語の語彙力獲得のためには，教科

書以外のインプット源が必要であることがわかった．ま

た，教科書には出現しないが学習推奨リストには載って

いる単語群の中には，何らかの特徴を持つものもあるこ

とがわかった．これらの結果を指導に反映していくには，

どのような方法が可能であろうか．そもそも，語彙指導

に関して留意すべき点はどのようなことだろうか．指導

に当たって心に留めておくべき点がいくつか考えられる． 

第一は「単語を知っている」ということは，長期記憶

に特定の語に関する知識が複層的に重なって格納されて

いることを意味する[８]．複層的な知識とは，単語の意

味を知っている，単語のスペルを知っている，単語の発

音を知っている，単語が文章の中でどのように使われる

か知っている，単語がどのような語と共起するのか知っ

ている，単語の使われる適切な範囲を知っている，他の

単語との意味上の結びつきを知っている，単語の使用頻

度を知っている，である． 

語彙指導における第二の留意点は，外国語として英語

を学ぶ学習者は最初から完成された層を成した単語知識

を持つわけではないことである．新出語として単語に出

会い，その後数回遭遇することによって，単語ははじめ

て頭の中に定着する．定着していく過程で，浅い層の知

識だったものが，深い層の知識へと積み上げられていく

のである．教科書の中で新出単語は意味やスペル，発音

などが提示される．学習者が数回にわたってその単語と

関わることでその語に関する記憶が強化され，共起や使

用範囲，意味上のつながりなどの深い知識が獲得される．

新出語は定着させるための働きかけがないと記憶から消

えていく． 

第三の留意点は，語彙学習には単語リストや単語カー

ドを作って語彙を獲得することを目的とした意図的な学

習（explicit learning） と多読や多聴の結果付随的に

起こる学習（incidental learning） があり，両者が互

いに補完することにより効果的な語彙学習が可能になる

ことである．単語は文脈とともに提示される方が記憶に

残りやすい．だとすると，学習者が意図的学習を行って

いる単語が，読んだり聴いたりしている素材の中に含ま

れており，意味を理解する過程で語彙知識が強化される，

といったプロセスを数度繰り返すことができれば，単語

の定着をうながすことができよう．また逆に，読んだり

聴いたりして意味内容を理解した素材の中から未知語を

選び出し，リストやカードで学ぶことで定着を図ること

も可能であろう． 

 

４．２ 今後の語彙指導へ向けて 

本稿で見てきた現況の教科書の語彙実態，語彙指導の

際の留意点から，語彙指導の方向性がある程度示唆され

る．それは，学生が教科書以外のジャンルの英語を読み，

聴く機会を作ること，読み聴きした英語の中で未知語を

学生が意図的に学ぶような仕組みを用意すること，読み

聴きする英語はある程度学習推奨リストの語彙によって

コントロールされているものにすること，単語知識が多

層化するように意図的，付随的な学習が交互に起こるよ

うに促すことである． 

そして最も大切なことは，学生が自主的に学べるよう

に，学生自身の学びをサポートする環境を作ることであ

る．時間的な制約がある中，まとまった時間を語彙獲得

に特化した指導に充てられないのが現実ではある．そん

な中，語彙に関する研究を続け，学生が獲得目標語彙数
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の 4000 語に近づけるような道筋を作っていきたいと考

えている． 
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